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有機溶媒 に安定な プロ テ ア
ー ゼを分泌 す る有機溶媒 耐性菌の 単離

467
（阪府大 ・工 ・ 化工 ）○荻野博魔 安井潔、 塩谷隆嗣 、 石川治男

【目的】有機溶媒 中で 酵素反応を行 う場合 、 酵素の 有機溶媒中での 安定性が 問題 となる。

我 々 は 、 先 に有機溶媒 に安定な リパ ーゼ を分泌する有機溶媒耐性菌を単離 した1 ）
。 今回、

有機溶媒 に対 して安定な プ自テア
ーゼを分泌 する微生物を 得る こ とを 昌的と して 、有機溶

媒 を添加 した培養液で生育でき、かつ プ甲テア r ゼを産生する菌の ズク リー
ニ ン グを行 っ

た 。 また、そΦ微生物の 性質および分泌する酵素の性質 につ いて検討 した e

【方法 】有機溶媒を添加 した培養液で生育できる菌めうちか らプロテ ア
ー

ゼを産生する菌

を得る 方法ζ、プロ テア ーゼを産 生する菌の うちか ら有機溶媒を添加 した培養液で 生育で

きる菌を得る方法の；通 りでス ク リー
ニ ングを行 っ た 。 プロ テ ア

ーゼ生産菌の 選択 には小

麦粉を含むプレー ト培地 を用い 、有機溶媒耐性菌の選択にはシ ク ロ ヘ キサ ンを重層 した プ

レー ト培地を用 い た。

【結果1 プ白テ ア ーゼ を産生する菌の うちか ら有機溶媒を添加 した培養液で 生 育で きる菌

をス クリーニ ン グする方法 によ り、
．
有機溶媒を添加 した 培養液で 生 育で き、か つ プロテ

アーゼ活性を有する菌を 6 株得る こ とがで きた 。 こ れ らの 菌株の うち最 もプロ テ ァーゼ活

性の高い PST −01株は 、シク ロ ヘ キサ ンやp一キシ レ ンを添加 した培養液で良好に生育 した 。

この 菌の諸性質を調 べ た とこ ろ 、 Psue　omonas 属の 菌で あっ た 。 無細胞培養上清 に有機溶

媒を添加 して 、 有機溶媒存在下で の プロ テ ア
ーゼの 安定性を検討 した とこ ろ、有機溶媒に

対 し非常に 安定で あ っ た 。

1）荻野 ら ；化学工学会第26回秋季大会研究発表講演要旨集 （1993 ）．
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新 し く 分 離 さ れ た 炭 化 水 素 を

1
唯

一の 炭 素 源 と し て 生 育 す る 好 ア ル カ リ 性 炭 化

水 索 資 化 性 菌 の 特 控 に っ い て 　 　 　 （
P

工 技 院 ・北 開 試、　
tt

工 技 院 ・生 命 研 ）

　 　 　 ○ 池 田 　 光 二
11 、中 島 　 健 二

2T 、湯 本 　 勲
い

［目 的 ユ　 こ れ ま で 報 告 さ れ て き た 好 ア ル カ ワ 性 細 菌 は、 絶 対 好 ア ル カ リ 性 細 菌、 通 性 好

ア ル カ リ 性 細 菌 の こ っ の グ ル ー
プ を 通 し て ほ と ん ど が 、　Bacilh 臆 　属 で あ る

： 1 。ま た 、　好

ア ル カ リ 性 細 菌 の 分 雕 に は、　炭 水 化 物 や 糖、　有 機 酸 が 使 わ れ て き た。　こ れ ま で 報 告 さ れ て

き た B・a
’
tilltts 属 の 好 ア ル カ リ 性 菌 の 研 究 に 加 え て 他 の 異 な っ た 性 質 を 侍 っ 異 な っ た 属 の

好 ア ル カ 「
ノ 性 細 菌 の 研 究 を 進 め る こ と に よ っ て、　よ り 広 い 視 野 に 立 っ て 細 菌 の ア ル カ リ 環

境 へ の 適 応 を 研 究 す る こ と が で き る と 考 え、 土 壤 よ り 炭 化 水 素 を 唯 一の 炭 素 源 と し た 合 成

培 地 で 生 膏 可 能 な、　好 ア ル カ
「1 性 細 菌 の 分 離 を 試 み た 。

〔方 法 ］　 約 30 種 類 の 土 壤 試 料 よ り、 1％ テ ト ラ デ カ ン を 唯
一

の 炭 素 源 と し た 合 成 培 地

（pH ＝10 ．2 ） を 用 い て 27 ℃ k 　一週 間 培 養 し、 好 ア ル カ リ 性 炭 化 水 業 資 化 性 函 4 株 を 分 離 し た。

そ の う ち 最 も 生 育 の 速 い K−171 株 を 選 定 し、 分 類 学 的 諸 性 質 に っ い て 検 討 し た。
［結 果 ］　 分 離 し た 菌 株 は 、　性 状 検 査 の 結 果、　絶 対 好 気 性、　非 運 動 性、　非 抗 酸 性、　で 芽 胞

を 作 ら な い 、　グ ラ ム 陽 性 で ペ プ チ ド グ リ カ ン は 、　 旧 esO −Dn ？ 、ア ラ ビ ノ ース 、　ガ ラ ク ト ー

ス を 含 み 辷 グ リ カ ン 部 の N一ア シ ル 型 は ア セ チ ル 基 で あ っ た。 さ ら に ，カ タ ラ ーゼ 陽 性 、 オ キ

シ ダ
ー

ゼ 陰 性 で 、　DNA の GC　 mel ％ が 70 ％ で あ る こ と か ら 一 属 と 同 定 し た。
本 分 駁 菌 株 は、　 PH　 7〜1S の pH 範 囲 で 同 程 度 の 生 育 を 示 ず 通 性 好 ア ル カ リ 性 菌 で 、　 pH　 7

及 び pHIO で 生 育 に 頚パ を．必 須 と し な か っ た。　ま た、 菌 体 よ り 調 整 し た 膜 画 分 に は チ ト

ク ロ ム は 全 く 含 ま れ て お ら ず、　 こ れ ま で 報 告 さ れ て い る　 Bacillus 属 の 好 ア ル カ リ 性 細 菌

・と は 性 状 が 異 な っ て い た。
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